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自分を磨こう！歯を磨こう！ 

１ 開催趣旨 

常の休日はスカウトか家族のために費やす隊の指導者が、秋の連休だけは自分の

為に使ってはどうかという贅沢かつ無茶な企画。県内外に広く広報し、自らが参加

者であり、出店者になる支離滅裂な 3 日間！ 参加者が「はやまの森」で自然を満

喫しながら、知識・技能の向上をはかりスカウター相互の交流を深めることで、加

盟各団の活動を底辺から支援し、スカウト運動の発展を期するために開催する。 

２ 開催事業の名称(以後大会と記述する) 

Adult Leader Camp of Nara 2019 

略称：A-CON 2019 

３ 大会テーマ 

自分を磨こう！歯を磨こう！ 

またまた今年も開催！ 

Adult Leader Camp of Nara 2019 

基本実施要項 
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４ 大会ロゴ  

５ 会期・日程 

令和元年（2019 年）9 月 14 日（土）～ 16 日（月）の 3 日間 

⚫ 設営スタッフの入場は 9 月 13 日とする。 

⚫ 9 月 13 日(金) 設営スタッフ入場 

⚫ 9 月 14 日(土) 参加者入場・設営・プログラム・開会式 

⚫ 9 月 15 日(日) プログラム 

⚫ 9 月 16 日(月) プログラム・場内整備・閉会式・退場 

ボーイスカウト奈良県連盟 はやまの森野営場 

６ 主催 

ボーイスカウト奈良県連盟 

７ 後援 

財団法人奈良県ボーイスカウト振興会 

８ 協力（予定） 

ガールスカウト奈良県連盟、日本ユニセフ、 

９ 参加対象 ※留意事項があります 

⚫ 県内・県外加盟登録指導者 

⚫ ローバスカウト 

⚫ 主催者招聘講師 
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⚫ 協力団体構成員 

⚫ ゲスト参加者 

⚫ 一般見学者 

１０ 参加に関する費用 

(ア) 大会参加費 

大会参加費は 2000 円とする。（全期間同額） 

但し、給食・輸送等単純かつ短期間にご奉仕頂く方については、それら役務を担当す

る責任者と協議の上取り決める。 

(イ) 大会参加費の内訳 

大会参加費は、大会の準備及び開催に要する経費にあてる。 

⚫ 諸準備から報告書作成までの経費 

⚫ ID カードの製作及び配布費用 

⚫ はやまの森施設の使用料(A-con 特別仕様)及び運営費 

⚫ 炊具・工具の貸出及びその整備費用 

⚫ 各種プログラムへの参加費用 

⚫ 救護衛生費（但し、既往症の処置・通院治療費・薬代は含まれない） 

注意：食事のための費用や燃料費は含まれていません。 

１１ 参加申し込み 

(ア) 参加予定申し込み 

参加を希望する方は、申込用紙に必要事項を記入し個人で県連事務局に申し込む。 

事前申し込み締め切りは 9 月 4 日（水）とするが、当日の参加も可とする。 
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１２ 大会のプログラム 

大会のプログラムは開催趣旨に則り、スカウター相互の交流を促し、加盟各団の活動を底辺

から支援することを基本とし、成人の、自発的で尚且つ積極的であり、すべてが自由意志で

参加できる事を前提にしたプログラム展開を行う。同時に「はやまの森」をより身近なもの

として捉えられるよう以下の点に留意して構築する。 

(ア) プログラムの留意点 

⚫ 体験を中心としたプログラムを提供する。 

⚫ 指導者として指導スキルの向上を図れるようなプログラムを提供する。 

⚫ 生活の流れを理解できるプログラムを提供する。 

⚫ 関係組織や諸団体の協力を経て、多様性のあるプログラムを提供する。 

⚫ 「はやまの森」の特色や環境を活かし、この場ならではのプログラムを提供す

る。 

⚫ すべての参加者のニーズを満たせるよう、プログラムのバランスを考慮して提供

する。 

⚫ はやまの森の整備・開発を行い、同施設の持続的な維持に務める。 

⚫ 所属意識の高揚を願い、より多くの交流機会を提供する。 

(イ) プログラムの区分 

⚫ 常設展示(県連広報ブース・協力団体ブース・他) 

⚫ 自由選択型プログラム 

⚫ 自主学習プログラム 

⚫ A-CON 交流会 

⚫ 全体行事 

⚫ 野営場整備（一部自由選択型プログラムにも含まれる） 
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(ウ) 日程 

成人を対象とした大会であることと、そのほとんどが自由選択制なため、強制性はな

いが以下の日程を基準とする。 

基本日課 

⚫ 国旗掲揚     8 時 30 分 

⚫ 朝礼       8 時 40 分 

⚫ プログラム活動  9 時～21 時 

⚫ 交流会     21 時～23 時 

⚫ 消灯      24 時 

１３ 会場利用計画 

(ア) 生活地域 

参加者の生活地域として A、B、C、サイト並びに中央広場周辺域を設定し、一般参

加者、運営スタッフの区別なく利用期間・奉仕内容等を考慮して割り当てる。また舎

営生活を希望するものは、各常設テント及びキャビン・すずらんを性別に応じて割り

当てる。 

(イ) 中央広場 

参加者の野営での生活地域として周辺域を確保する他、セレモニー並びに一部プログ

ラムを実施するために一定の広さを確保する。 

(ウ) プログラム地域 

自由選択型プログラムや交流会等のプログラムを実施するため中央広場の他、ビジタ

ーハウス地域、オクタゴン地域、D サイト地域他を設定する。 
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(エ) サービスフロント 

参加者の野営生活を支援するため売店を始め様々なサービス機能を設置するととも

に、大会の本部機能をビジターハウス内に設ける。 

１４ 服装及び携行品 

(ア) 服装 

ボーイスカウト日本連盟加盟員が全体行事（場内整備除く）に参加する際は、制服を

着用する。生活やプログラム活動の際には、予め指示があるもの以外はそれに適した

服装とする。 

(イ) 携行品 

野営生活・舎営生活に必要な装備品は参加者がすべて準備し携行する。尚、天幕及び

工具・炊具等は貸出が可能なものもある。 

１５ 集散移動 

参加者の居住地から大会会場までの集散移動に関する経費はすべて参加者の負担とし、その

手段は各自の責任で行う。 

(ア) 個人の車両 

会場内における個人の車両の使用は認めない 

集散のために使用した個人の車両は、サービスフロントの指示のもと駐車するが、そ

の管理は個人の責任で行う。 

(イ) 会場内の交通制限 

会期中、会場内を通行出来る車両は、警察、消防、関係業者等の大会業務に必要な車

両に限定し、その基準はサービスフロントが別に定める。 
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(ウ) 入場・退場 

入場、退場については任意とし、その手続はサービスフロントにて行う。 

１６ 安全管理と救護衛生 

(ア) 安全管理 

大会の参加者は、快適な野営生活を過ごすとともに、自己研修計画の目的を達成する

ためにも、事故発生の防止に努めなければならない。 

すべての参加者は、ほんの少しの気のゆるみから大事故につながる恐れがあることを

忘れず、安全の三原則を遵守しなければならない。 

【安全の三原則】 

⚫ 自分の安全は自分で守る 

⚫ ルールを守る 

⚫ 安全を最優先する。 

(イ) 健康管理・個人衛生 

参加者は成人の大会である事を理解し、参加者自身の健康管理と保健衛生に十分留意

するとともに、応急手当への備えを徹底する。 

(ウ) 救護所 

大会会場には救護所を設けない。その為会場内の参加者の健康管理と傷病に対して医

療処置が必要な場合はサービスフロントが外部医療機関への手配を行う。 

１７ 大会組織と運営 

(ア) 運営の方針 

本大会は次のことを考慮し運営を行う。 
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⚫ 運営に当たるものは、参加指導者の自己訓練計画に関心を持ち、彼らの目的が

達成できるよう心がけるとともに、サービス精神をもって対応する。 

⚫ 運営を円滑に進めるために、情報の一元化を図る。 

⚫ 生活設備等についても参加者へのサービスを考えたものとする。 

⚫ 大会運営要員についても同じ参加者であるという認識のもと自己研鑚に務め

る。 

⚫ 「はやまの森野営場」の維持とスカウトキャンプ場としての開発に努める。 

(イ) 運営組織 

奈良県連盟は各地区協議会並びに県内外関係諸団体等からの人的支援により、県連盟

理事会のもとにコミッショナーがタスクチームを編成し、大会運営に関わる諸準備を

推進する。 

本大会の運営は、大会長である理事長以下業務ごとに部会を編成し、その業務を分掌

する。 

(ウ) 運営各部の名称と所掌業務 

① サービスフロント 

⚫ インフォメーション 大会全般の情報提供と案内､参加者の管理､退場の受付 

⚫ プログラムガイド  プログラムの運営状況の案内と手配 

⚫ セキュリティ    各種規制と誘導、内外情報の提供 

② プログラム 

⚫ 全体行事      全体行事の計画と運営 

⚫ 選択プログラム   自由選択型プログラムの計画と運営 

⚫ 常設展示      常設展示プログラム、渉外ブースの計画と運営 

③ ロジスティクサポート 

⚫ 交流会       交流会の計画と運営 

⚫ B 級グルメ食堂   有料昼食・夕食の販売 
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⚫ コンシェルジュ   物資等調達実施サービス 

 

１８ 大会参加に関するその他の留意事項 

本大会には、次の留意事項があります。参加を計画するにあたりご理解とご協力をお願いし

ます。 

(ア) 「はやまの森野営場」の維持と開発 

奈良県連盟のランドマークとしての「はやまの森」を継続的に維持し、スカウトのキ

ャンプ場としての開発を意識した行動を心がけて下さい。また「はやまの森」での野

営のみに関わらず環境に配慮した行動を心がけて下さい。 

(イ) 18 才以下のお子さんの参加 

本大会では 18 歳（ベンチャースカウト年代）以下のお子さん(以下お子さん)を連れ

ての参加は可能ですが、舎営での参加は選択できません。野営での参加になります。

また、一部例外を除きお子さんのプログラム参加は出来ません。 

お子さんの交流会参加も原則できません。 

(ウ) 「はやまの森」での隊活動の禁止 

大会の性格上、期間中は「はやまの森」を利用したスカウト隊のキャンプを禁止しま

す。 
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大会長

吉田理事長

運営本部長

佐藤県コミ

サービスフロント

智原委員長

インフォメーション

プログラムガイド

智原委員長

セキュリティ

プログラム

黒田副コミ

全体行事係

選択プログラム係

プログラムQM

常設展示係

ロジスティックサポート

坂口委員長

交流会

本部食堂

コンシェルジュサー
ビス

本部長付き

永広副コミ

本部長付き

宮脇副コミ

副大会長

村田副理事長

１９ 組織図（案） 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 


